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経営方針2010年3月期決算ハイライト

預金残高推移
小口で安定した資金の確保を目指し、個人のお客さまを中心に預金

の増強を図ってまいりました。地域貢献活動の一環として発売した「お
いでませ！山口国体・山口大会応援定期」が大変ご好評いただき、預
金残高は前期比246億円増加し7,145億円となりました。

預り資産残高推移
地域のお客さまの多様化する資産運用ニーズにお応えするため、県
内6ヶ所にマネープラザを開設しております。専門スタッフがきめ細かくお
応えするということで大変ご好評いただき、預り資産残高は前期比46億
円増加し925億円となりました。

貸出金残高推移
個人のお客さまには住宅ローンや消費者ローンを中心に取組み、事
業性貸出については中小企業向け貸出等に注力した結果、貸出金残
高は前期比139億円増加し5,392億円となりました。

業務純益・経常利益・当期純利益の推移
預貸金収支の改善等に努めた結果、業務純益は前期比13億円増加

して39億円となりました。経常利益は前期比2億円減少して7億円、当
期純利益は前期比2億円減少して12億円となりました。

①	業務純益…銀行の本来業務の成果を示す利益指標です。

②	経常利益…�業務純益に貸出金償却や株式の売買損益などの臨時損
益を加減算したものです。

③	当期純利益…�経常利益に特別損益と税金を加減算したものです。

用語解説
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経営計画

自己資本比率（単体）
自己資本比率は、11.33％と国内基準で必要とさ
れる4％を大きく上回っております。また、自己資本
のうち資本金、資本準備金、利益剰余金などで構
成されるTierⅠ比率は7.98％となりました。

金融再生法に基づく開示債権額

開示債権額と総与信に占める開示債権比率の推移

（単位：百万円）

H22年3月末
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 8,901
危険債権 7,585
要管理債権 1,888
小計（Ａ） 18,375
正常債権 524,364
合計（Ｂ） 542,740
開示債権比率（A）／（Ｂ） 3.38％
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　自己資本比率は、貸出金などの資産に対する自己資本
の割合で、銀行経営の健全性を示す重要な指標の一つで
す。当行のように海外に拠点のない銀行は、国内基準が
適用され４％以上が健全な銀行の水準とされています。

用語解説

用語解説
①	破産更生債権及びこれらに準ずる債権
破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等
の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権
及びこれらに準ずる債権。

②	危険債権
上記の状態には至っていないが財政状態及び経営成績が
悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取
りができない可能性が高い債権。

③	要管理債権
上記を除く3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権。




